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園
東
南
ア
ジ

ア
研
究
の
最
良
の
部
分
を
構
成
す
る
こ
と
も
信
じ
て
疑
わ
な
い
。

ま
た
さ
ら
に
、
こ
の
諸
園
の
文
化
パ
タ

ー
ン
分
析
に
根
ざ
し
た
方
法
論
は
、
世

界
シ
ス

テ
ム
論
と
杜
曾
史
、
機
能
主
義
と
現
象
皐
に
二
極
分
解
し
か
ね
な
い
わ

が
園
歴
史
筆
の
は
や
り
の
傾
向
に
針
し
、
新
鮮
な
一
石
を
投
ず
る
こ
と
も
信
じ

て
や
ま
な
い
。

一
九
八
四
年
三
月

A
5
版

東
京
東
京
大
皐
出
版
曾

二
三
五
頁
二
人

O
O園

山
内
昌
之
著

オ
ス
マ
ン
帝
国
と
エ
ジ
プ
ト

|
|
一
八
六
六
上
八
七
ク
レ
タ
出
兵
の
政
治
史
的
研
究
|

|

漬

正

美

田

歴
史
研
究
が
史
料
の
上
に
構
築
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
に
は
、
そ
の
史

料
は
出
来
得
る
限
り
、
「
文
書
、
即
ち
日
々
の
生
活
の
明
確
な
要
求
に
的
確
に

感
じ
る
震
に
作
り
置
か
れ
た
員
正
の
記
録
」

Q
-
F
E〈
国
間

2
)
に
求
め
ら
る
べ

き
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
オ
ス
マ
ン
史
研
究
者
に
と
っ
て
の
幸
運
は
、
そ

の
謝
象
が
イ
ス
ラ
ム
圏
で
は
例
外
的
に
多
量
の
文
書
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
り
、
同
時
に
我
が
園
の
オ
ス
マ
ン
史
研
究
者
の
不
運
は
、
そ
れ
ら
の
文
書
に

徐
り
に
も
近
寄
り
難
い
(
彼
我
の
地
理
的
な
へ
だ
た
り
と
い
う
意
味
で
も
、
古

文
書
研
究
に
必
要
な
基
礎
的
訓
練
の
機
禽
を
見
出
し
難
い
と
い
う
意
味
で
も
)

こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
十
年
来
そ
の
困
難
は
徐
々
に
克
服
さ
れ
つ
つ
あ

り
、
例
え
ば
我
々
は
既
に
、
〉
足
向
N

尽とhに、

〉ミ向
tと向
2hど』誌向含旬内
2臼包♂札子.叶。尖rご可ち。

.
s
a・
を
始
め
と
す
る
永
田
雄
三
氏
の
一
連
の
業
績

を
持
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
山
内
氏
の
近
著
は
、
我
が
図
の
研
究
者

に
よ
り
日
本
語
で
著
さ
れ
た
、
オ
ス
マ
ン
語
文
書
を
扱
っ
た
最
一
初
の
そ
ノ
グ
ラ

フ
で
あ
り
、
我
が
園
の
オ
ス
マ

ン
史
研
究
に

一
期
を
劃
す
記
念
碑
的
業
績
で
あ

る
。
隔
地
大
な
文
献
を
博
捜
し
て
成
っ
た
前
著
『
現
代
の
イ
ス
ラ
ム
』
に
繍
き
、

一
穂
文
章
一
回
の
海
に
遊
て
し
て
、
行
く
と
こ
ろ
可
な
ら
ざ
る
は
無
き
研
績
と
精
駒

を
示
さ
れ
た
著
者
に
到
し
深
い
敬
意
を
捧
げ
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
山
内
氏
は
、
こ
の
著
書
に

「
研
究
史
と
問
題
設
定
」
「
本
書
の
構

成
と
史
料
」
と
い
う
節
を
設
け
(
序
章
第
二
、
三
節
)
、
本
書
が
研
究
史
上
に

占
め
る
位
置
及
び
各
一
章
の
梗
概
と
そ
の
絞
述
の
意
園
を
簡
明
的
確
に
述
べ
る
こ

と
に
よ
り
、
怠
惰
な
書
評
者
が
概
略
を
記
し
て
そ
の
責
め
を
塞
ぐ
道
を
務
め
鎖

し
て
し
ま
わ
れ
た
。
そ
れ
故
以
下
で
は
、
単
な
る
内
容
の
紹
介
は
出
来
る
限
り

避
け
、
文
書
史
料
の
陳
腐
と
翻
誇
の
問
題
を
中
心
に
、
私
の
感
想
と
意
見
を
率

直
に
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
品
開
り
に
細
か
な
問
題
の
み
を
あ
げ
つ
ら
う

こ
と
に
な
る
や
も
知
れ
ぬ
が
、
殻
め
著
者
並
び
に
讃
者
諸
氏
の
御
寛
恕
を
願
う

次
第
で
あ
る
。

本
書
の
冒
頭
に
於
い
て
、
著
者
は
そ
の
課
題
を
以
下
の
如
く
に
明
確
に
規
定

さ
れ
て
い
る
。
即
ち

「本
書
の
主
要
な
関
心
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド

・
ア
リ
l
王
朝

の
エ
ジ
プ
ト
に
よ
る
オ
ス
マ
ン
一
帯
一
園
支
配
か
ら
の
分
離
プ

ロ
セ
ス
を
一
八
六

六
|
六
七
年
ク
レ
タ
革
命
と
の
関
連
で
位
置
づ
け
る
貼
に
あ
る
。
そ
の
際
、
わ

れ
わ
れ
が
留
意
し
た
の
は

エ
ジ
プ
ト
の
分
離
と
自
立
の
プ

ロ
セ
ス
を
中
東
も
し

く
は
オ
ス
マ
ン
一
一
帝
園
の
内
部
か
ら
の
混
紡
で
扱
う
こ
と
で
あ
っ
た
」
(
二
頁〉

更
に
又

「
本
書
の
限
定
さ
れ
た
目
的
は
、
(
中
略
〉

エ
ジ
プ
ト
に
よ
る
ク
レ
タ

出
兵
の
経
過
と
貧
態
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、

エ
ジ
プ
ト
近
代
史
と
ト
ル
コ
近
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代
史
の
雨
研
究
分
野
に
お
い
て
十
二
分
に
整
理
さ
れ
て
い
な
い
イ
ス
マ
l
イ
l

ル
の
出
兵
の
動
機
と
性
格
を

エ
ジ
プ
ト
と
オ
ス
マ
ン
一
帝
一
閣
の
政
治
関
係
を
輸
に

位
置
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
」
即
ち
ク
レ
タ
出
兵
問
題
を
、
オ
ス
マ
ン
脅
園
か

ら
の
エ

ジ
プ

ト
の
分
離
と
い
う
よ
り
大
き
な
歴
史
的
枠
組
の
中
で
内
部
か
ら
の

硯
鮎
か
ら
考
察
し
よ
う
と
す
る
の
が
本
書
の
立
場
で
あ
り
、
そ
れ
自
慢
に
は
何

ら
開
然
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
し
か
し
、
従
来
の

「
東
方
問
題
と
呼
ば
れ
る
親

黙
と
関
心
」
に
射
し
、
内
部
か
ら
の
視
黙
の
確
立
を
念
ぐ
徐
り
、
「
近
代

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の
東
方
認
識
を
形
成
し
た
西
欧
的
パ

l
ス
ベ
ク
チ
ヴ
に
立
脚
す
る
な

ら
、
一
三
世
紀
か
ら
一
七
世
紀
に
か
け
て
(
中
略
)
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
た
ち
が
オ

ス
マ

γ
帯
園
の
内
政
を
評
償
す
る
機
舎
は
ま
ず
な
か
っ
た
」
の
で
あ
り
、
わ
ず

か
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
エ
ジ
プ
ト
遠
征
と
ギ
リ
シ
ャ
濁
立
戦
争
へ
の
介
入
が

「ヨ

ー
ロ
ッ
パ
中
心
史
観
に
関
跨
し
て
い
た
観
察
者
た
ち
に
劃
し
て
一
帝
園
の
圏
内
事

情
に
も
注
意
を
向
け
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
に
す
ぎ
な
い
」
と
断
定
さ
れ
る
の

に
は
、
疑
問
を
感
じ
ず
に
は
お
れ
な
い
。

「
東
方
問
題
、
オ
ス
マ
ン
の
衰
退
、

(
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
)
病
人
、
野
鐙
、
座
制
は
、
し
ば
し
ば
徐
り
に
も
多
く
の
過

去
の
我
々
の
教
科
書
の
ラ
イ
ト
・
モ
チ
ー
フ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
教
科
書
が

言
い
落
し
て
い
た
こ
と
は
、
我
々
の
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
の
時
代
に
オ
ス
マ
ン
脅
園

は
、
そ
の
軍
事
力
、
そ
の
図
民
の
(
一
帝
一
図
へ
の
)
愛
着
、
そ
の
行
政
組
織
そ
し

て
そ
の
文
明
に
よ
っ
て
さ
え
、一
帝
園
を
訪
れ
た

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
に
賞
讃
を
徐
儀

な
く
さ
せ
て
お
り
、
脅
園
と
闘
っ
た
も
の
も
そ
れ
を
傘
敬
し
て
い
た
と
い
う
事

質
で
あ
る
よ

G
・
ω
2
5
m
g
西
欧
は
、
同
M
b
去
年
内
一
"
の
円
O
F
H

以
下
の
東
洋
撃

者
や

CLU『
宮

g
g凹
ロ

の
如
き
共
感
的
視
察
者
を
も
持
っ
た
の
で
あ
る
。
東

方
問
題
的
関
心
の
有
り
援
は
、
ま
さ
し
く
東
方
問
題
の
褒
生
に
削
鷹
し
た
も
の

で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

著
者
が
設
定
さ
れ
た
課
題
の
う
ち
、
タ
レ
タ
出
兵
の
経
緯
と
イ
ス
マ

l
イ
l

ル
の
出
兵
の
動
機
と
性
格
は
、
本
書
に
於
い
て
見
事
に
解
明
さ
れ
て
い
る
。
著

者
か
カ
イ
ロ
の
園
立
公
文
書
館
で
設
見
さ
れ
た
尾
大
な
文
書
群
に
基
づ
く
絞
述

は
座
巻
と
い
う
よ
り
外
な
い
。
が
『
オ
ス
マ
ン
脅
閣
と
エ
ジ
プ
ト
』
と
い
う
本

書
の
表
題
に
も
関
連
し
て
、
以
下
の
黙
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
即
ち
、
本
書

に
於
て
は
、
エ

ジ
プ
ト
側
の
政
策
決
定
の
過
程
は
見
事
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
が
、
同
様
の
こ
と
は
オ
ス
マ
ン
側
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
か
で
な
く
、
文

エ
ジ
プ
ト
側
関
係
者
に
つ
い
て
は
個
々
に
そ
の
活
動
を
知
り
得
る
が
、
オ

ス
マ

ン
側
は
徐
り
に
も
ア
ノ
ニ
マ

ス
で
あ
る
と
い
う
黙
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と

は
、
本
書
が
エ
ジ
プ
ト
側
の
文
書
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
以
上
嘗
然
の
こ
と
で

は
あ
る
が
、
例
え
ば
、
著
者
も

一
部
引
用
さ
れ
て
い
る
(
但
し
本
文
か
ら
の
み
〉

〉
・
司
・
吋
位
長
問
巳
ιr
ミ
a
h
k
ム
ヨ
t
Eヨヨ
3
h
G
b
Gいて
P

H

H

H

・
の
去
に
附

録
と
し
て
移
録
さ
れ
て
い
る
史
料
の
う
ち
ク
レ
タ
関
連
の
八
黙
(
そ
の

多
く

は、

エ
ジ
プ
ト
の
ク

レ
タ
撤
兵
以
後
の
も
の
で
は
あ
る
が
〉
に
つ
い
て
検
討
す

れ
ば
、
オ
ス
マ
ン
脅
園
の
ク
レ
タ
問
題
に
射
す
る
態
度
を
オ
ス
マ
ン
側
の
史
料

に
よ
っ
て
記
述
す
る
こ
と
は
不
十
分
乍
ら
も
可
能
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
本
書

で
明
ら
か
に
さ
れ
た
オ
ス
マ
ン

・エ

ジ
プ
ト
関
係
は
、
基
本
的
に

エ
ジ
プ
ト
側

か
ら
見
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
『
オ
ス
マ
ン
一
帝
一
園
と
エ
ジ
プ
ト
』
と
い
う

表
題
に
は
柳
か
の
違
和
感
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。
又
、
本
書
の
構
成
に
関
連

し
て
言
え
ば
、
ク
レ
タ
出
兵
問
題
を
オ
ス
マ
ン
一
帝
一
閣
か
ら
の
エ
ジ
プ
ト
の
離
脱

の
過
程
の
う
ち
に
位
置
づ
け
る
仕
組
と
し
て
の
第
一
章
と
移
章
の
う
ち
、
第
一

章
は
ム

ハ
ン
マ

ド
・
ア
リ

1
家
の
政
治
史
の
概
設
と
し
て
も
極
め
て
秀
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
比
較
す
る
と
終
章
は
柳
か
手
薄
の
感
を
売
れ
な
い
。
殊

に
、
事
質
上
の
濁
立
達
成
を
意
味
し
た
と
い
わ
れ
る
一
八
七
三
年
の
フ
ェ
ル
マ

l
ン
獲
得
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
い
ま
少
し
詳
し
い
言
及
が
按
一吉
れ
る
。
し
か

し
以
上
の
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
肇
笥
の
言
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
柳
か
も
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本
書
の
債
値
を
損
う
も
の
で
は
な
い
。
本
著
の
虞
面
目
は
あ
く
ま
で
も
、
文
書

史
料
に
基
づ
き
ク
レ
タ
出
兵
の
経
緯
を
解
明
し
た
黙
に
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。

次
に
オ
ス
マ
ン
語
文
書
史
料
の
鴎
潟
と
翻
譲
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
い
。

(
文
書
史
料
か
ら
の
庖
大
な
引
用
の
う
ち
、
著
者
は
、
オ
ス
マ
ン
語
文
書
の
「
重

要
と
考
え
ら
れ
る
」
も
の
に
限
っ
て
原
文
の
ラ
テ
ン
文
字
蹄
潟
を
示
し
、
ア
ラ

ブ
語

・
フ
ラ
ン
ス
語
の
文
書
に
つ
い
て
は
大
方
省
略
し
て
お
ら
れ
る
。

一
讃
し

た
と
こ
ろ
で
は
、
原
文
の
曇
示
は
本
書
の
前
半
に
多
く
、
後
に
行
く
ほ
ど
少
な

く
な
る
よ
う
で
あ
る
。
〉
先
ず
、
鴎
潟
に
つ
い
て
は
、
全
般
的
に
以
下
の
黙
が

指
摘
で
き
る
。
山一
N

足
立

が
屡
々
脱
落
し
て
い
る
。

間
ア
ラ
ブ
語
か
ら
の
借
用

語
中
の
l
は
総
て

H卒
ら
な
l
H
で
あ
る
。
従
っ
て
、
語
末
の
l
に
後
繍
す
る

接
尾
僚
の
母
一
音
は
、
先
行
す
る
母
一
音
の
如
何
に
拘
ら
ず
前
母
一
音
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
間
語
末
も
し
く
は
一
晋
節
末
の
二
重
子
音
と
し
て
は
、
ト
ル
コ
語
は
限

ら
れ
た
組
合
せ
の
も
の
し
か
許
容
せ
ず
、
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
母
音
を
介
在

さ
せ
る
が
、
営
一
該
の
語
が
母
音
で
始
ま
る
接
尾
鮮
に
後
繍
さ
れ
る
と
き
は
、
介

在
母
音
は
消
滅
す
る
。
本
書
の
椋
潟
で
は
こ
の
法
則
が
誤
っ
て
抜
大
適
用
さ

れ
、
本
来
介
在
母
一
音
で
は
な
い
最
終
一
音
節
の
i
が
脱
杭
惜
し
て
い
る
。
(
例
え
ば

よ

murユ
〈
ぶ
印
b
r
E
の
如
く
。
〉
凶
オ
ス
マ
ン
語
に
於
け
る
ア
ラ
ブ
語
慣
用
句

は
格
語
尾
を
伴
っ
た
形
で
設
迂
回
さ
れ
る
。
(
例
え
ば
ヨ
位
制
御
ヱ
一

3
7
で
は
な

く
自
民

S
Z
E
-
3
3
旧
二
つ
の
同
義
語
の
聞
の
援
績
詞
は
、
ベ
ル
シ
ャ
語
風

に
門
戸
母
一
旦
固
に
後
繍
す
る
場
合
は
〈
巴
(
但
し
母
音
調
和
あ
り
)
と
讃
む
の
が
一

般
的
で
あ
る
。
次
に
、
第
三
・
四
一
章
一
か
ら
い
く
つ
か
の
具
健
例
を
取
っ
て
、
著

者
の
翻
誇
を
検
討
し
た
い
。
ラ
テ
ン
文
字
鴎
潟
中
の
括
弧
内
は
評
者
が
想
定
し

た
訂
正
で
あ
る
。
但
し
脱
落
し
て
い
る
定
位
2
は
単
に
括
弧
を
も
っ
て
補
つ

で
あ
る
。
翻
謬
A
は
著
者
の
謬
、
評
者
の
試
謬
は
B
で
示
す
。

一
五
七
頁
。
注
(
5〉
。
途
中
か
ら
。

-
7
0
5
h
g
g
四

c
m
g
2
r
-
a
r
g回
一
色
町
巾
宮
戸
回
目
て
由
美
2
5
E
Y仙
-
0
2
Z
E

。
一
ロ
ロ
ヨ
2
r
F」
ぬ
円
借
叶
ξ
r
a由
美
内
ユ
口
一
色
。
町
】
門
ヨ
白
口
M
g
R
含

E

2
〈
己
主
q

A
「
た
と
え
最
も
困
難
を
極
め
る
場
所
が
ど
こ
で
あ
ろ
う
と
、
エ
ジ
プ

ト
兵
に

割
り
嘗
て
ら
れ
る
場
所
に
ト
ル
コ
兵
を
分
散
さ
せ
な
い
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
」

B
「
最
も
困
難
な
地
方
が
ど
こ
で
あ
れ
、
た
だ
ち
に
(
そ
れ
を
)
エ
ジ
プ
ト
軍

に
割
り
嘗
て
、
軽
易
な
地
方
に
あ
っ
て
(
も
〉
あ
な
た
方
が
ト
ル
コ
軍
を
分
散

さ
せ
ぬ
こ
と
が
一
層
の
良
策
で
あ
り
ま
す
。
」
ア
ラ
ブ
語
動
名
詞

F
b
F
は
下

の
ト
ル
コ
語
動
名
詞
と
並
列
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

o
Fロ
に
績
く

の
で
は
な
い
。
又
A
で
は
「
え
は
が
平
辞
さ
れ
て
い
な
い
。

一
六

O
頁。

注
(
時
)
。
こ
れ
は
巻
頭
の
史
料
潟
県
(
史
料
2
)
と
翻
謬
、
鱒

潟
の
三
者
す
べ
て
が
示
さ
れ
て
い
る
唯

一
の
例
で
あ
る
。

O
B
L
m
σ
c
-
E
g
H
H
P
E吋
〈
巾
『
Er白円
mwV江口
mw
〈
ormwZ一円

(rhvz一日
7〉
〈
ぬ
吋
即
日

r二日印巾
-oZ〕『
-05-uxmv一一可
。
-oユロ
O
〈
07ω
同門的
F
U、hV70仏一
-21Fロ
(可回
YDL己
21-ロ)

p
r同芯
-
R
5
m
N好
位
。
巴
一
三
o
r
o口岳
B

E
ロぬ『
g
x
σ
pis
-
C
問。
N市町内
r
z
v
R

Z
門
広
三
口
自
由

.
r
a
s
p
E
R円
rω
「
〈
土
右
足
r
〈四

-UN戸B
D
Fロ
s
g
E
E
r
h前門戸

〈ぬ『刊号
r
z
玄
月
間
町
一
g
F
n
pロ印
-
P
乙
白
門
戸
口
〈
目
立

E
Oユロ
o
m
E
B巾
r
〈
o
r
Eロ
含
ロ

ヨ
hw
邑
hw(
B
M
EL
S
S
P
2
5
v
N
ω
r包
民
間
己
巾
口
〈
印
可
D
E同
(
Z
-一色
0
5
3

ヨ
巾
g
r
r巾
門
巾
加
丘
町
円
rmロ
ゲ
日
目
ニ
。
一
宮
内
]
ゆ
ロ
印
hwbN-E
〈叩印
o
z
z
s
gロ
(ι
門戸
g
ロ
)

p
r白『
U
F
g
丘
町
ロ
念
日
5
口
明
0・E
Z
〈包
.2口出
)
V
E
r
G
L
5円
(
官
庁
4
C
吋)

σ一円

S
F
S
g
g
L品
己
「
伊
丹
戸
山
口
み

2
z
r
L
mロ
明
。
コ
「
問
問
巾
R
r
N
M一-
2
(
N巾]-
何
)
F

Z
丘
一
三

('
c
hて
N同
日
(
白
‘
g
B
)
巾『
g
缶
百
一
色
ロ
〈
m
m巾円。
r
Z
M的弓
ヨ
2
r
a
F

ゲ己

B
L
mw
E
〉〈吋昨日】内戸
-o-mコ
ロ
〈
巾
ヨ
円
Z
E
B
h
wロ〈
o
r
-
-
2ぞ釦
D
Fコ
ロ
」
ロ
《
出
口
仏
O

E
咽

r
m
g
m
O門出口仏
E
S
-
-
'
r
g
L
E
S
L
ω

回
SOB-

〈
岳
巳

Z
F
5
5

(ZFa白
ヨ
《
芯
)
ゲ
O口内田町ロ
-
N
0
2
z
r
-
2
-
g
a
N円円
H
H
Z
(
S
F
Z芯
B
-
c
r
z
&
g】)

〈
注
目
句
mw包
司
自
門
町
円
-
2
2
0
2
B
-百
円
-
R

A

「
私
は
ク
レ
タ
の
貧
民
た
ち
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
ギ
リ
シ
ャ
正
教
徒
の
数
舎
や

-144ー
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病
院
さ
ら
に
ユ
ダ
ヤ
敬
徒
の
貧
民
た
ち
に
過
分
の
慈
善
を
施
し
た
。
各
々
の
宗

数
施
設
で
そ
の
都
度
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
、
必
要
な
義
指
金
を
輿
え
た
。
我
々
の

も
と
に
来
た
領
事
た
ち
の
答
雄
訪
問
に
出
掛
け
た
以
外
に
、
我
々
の
幕
舎
ま
で

来
た
も
の
で
あ
れ
、
道
す
が
ら
出
曾
っ
た
者
で
あ
れ
、
ム
ス
リ
ム
と
キ
リ
ス
ト

教
徒
た
る
を
問
わ
ず
あ
ら
ゆ
る
宗
教
共
同
盟
の
貧
民
た
ち
に
股
下
の
恩
恵
を
黍

な
く
さ
せ
て
い
る
。
大
量
の
義
指
金
を
施
し
た
後
に
な
る
と
、
嘗
地
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
、
ム
ス
リ
ム
、
キ
リ
ス
ト
数
徒
住
民
は
殿
下
や
エ
ジ
プ
ト
の
立
場
を

〔
オ
ス
マ
ン
一
帝
閣
と
は
〕
幾
分
異
質
な
も
の
と
し
て
見
る
よ
う
に
な
っ
た
。
換

言
す
れ
ば
、
彼
ら
は
殿
下
の
僕
た
る
私
に
梯
っ
た
隼
敬
を
ク
レ
タ
の
ヴ
ァ
l
リ

ー
に
は
梯
っ
て
い
な
い
。
」

B
「
そ
こ
に
居
た
貧
民
た
ち
に
封
し
、
文
カ
ト
リ
ッ
ク
と
ギ
リ
シ
ャ
正
教
の
数

舎
と
病
院
、
更
に
は
又
ユ
ダ
ヤ
人
の
貧
民
に
封
し
て
、
私
自
身
屡
々
訪
れ
て
は

す
べ
て
の
寺
院
で
一
杯
ず
つ
の
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
、
必
要
な
喜
捨
を
輿
え
ま
し

た
。
文
我
々
の
と
こ
ろ
に
来
た
領
事
た
ち
の
訪
問
に
出
か
け
ま
し
た
。
こ
の
外

我
々
の
幕
俸
に
ま
で
や
っ
て
来
た
(
貧
民
)
と
、
町
へ
行
く
際
に
道
の
左
右
に

居
た
す
べ
て
の
ミ
ッ
レ
ト
の
貧
民
に
殿
下
の
御
威
光
に
遁
し
い
若
干
の
喜
捨
を

施
し
ま
し
た
ハ
こ
う
し
た
こ
と
の
)
後
で
は
、
偉
大
な
る
へ
デ
ィ
l
ヴ
殿
下
の

御
仁
慈
の
(
立
場
、
)
は
た
又
エ
ジ
プ
ト
の
立
場
は
、
掛
園
地
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
、

ム
ス
リ
ム
、
キ
リ
ス
ト
数
徒
の
側
で
、
幾
分
異
っ
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
要
す
る
に
、
嘗
地
で
は
幸
運
な
る
ヴ
エ
リ

1
殿
下
の
御
恩
調
停
に
よ
り
奴

才
め
に
示
す
傘
敬
を
(
ク
レ
タ
の
〉
線
督
殴
下
に
は
示
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
」

引
用
文
冒
頭
の

O
B念
を
著
者
は
意
を
汲
ん
で
「
ク
レ
タ
」
と
解
し
て
お

ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
若
干
問
題
か
あ
る
。
即
ち
、
指
示
代
名
詞

o
は
先
に

言
及
さ
れ
た
事
柄
を
指
示
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
こ
の
場
合
も
同
様
で
あ

る
。
引
用
に
先
立
つ
部
分
を
史
料
2
の
寓
虞
で
見
る
と
、

s
v
g
L
Z
E帥
S
L
P
r
o
E
o
E
N
Z
m己
島
町
百
四
位
ロ
仏

g
l
Z品
開
2
0
r

r
O
E
O
-
s
r
t
r
m
o円巾
r
白
冨
ロ

Z
ペ
ユ
ロ
l
H
B
e
-
-
B
H
Z
語
悶
巾

a
r
吾川町
Z

S
白
J
h
g
A
}
M
E在
日
、
山
山
口
ぬ
ぐ
σ

ど
r
B
m
w
z
-
u
h
J
h
w
N
E
S
認
可
-
与
問
田

急
苫

-
r
e
i
'一回‘
g
s広
巾
自
白
「
己
主
ヨ
内
waFEF
問。忠明】

「
又
こ
の
外
、
奴
才
が
到
着
致
し
ま
し
た
日
以
来
、
時
に
は
領
事
た
ち
と
と
も

に
、
ム
ス
リ
ム
の
住
民
と
有
力
者
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
住
民
と
有
力
者
、
ウ
レ

マ
l
と
数
父
た
ち
及
び
殊
に
偉
大
な
る
へ
デ
ィ
l
ヴ
殿
下
の
御
恩
津
に
よ
り
寺

院
の
(
在
る
〉
場
所
を
訪
れ
」
と
あ
っ
て
、
以
下
の

OBLm
が
白
血

Z--lF

Bω
ぷ
ゲ
広
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
「
タ
レ
タ
」
と
解
し
て
も

誤
り
と
は
言
い
切
れ
ぬ
が
、
少
く
と
も
慎
重
さ
に
は
欠
け
る
。
著
者
が

Z

u--含
と
讃
ま
れ
た
語
を
、
も
し
〈
巾

E
F
B
と
讃
み
得
る
な
ら
「
幕
営
に
ま

で
や
っ
て
来
た
少
年
た
ち
に
」
の
一
意
に
な
る
。

一
六
九
頁
。
注
(
必
)
。

z
z
-
o
-
E
P
T
E一色町口巾明日円
g
S
冨
M凹
Hご
缶
B
a
s
-
E
-
2
5巾
Z
b
r
Z『

(図的

wrl山間
MMぷ
エ
)
出
血
肉
叩
門
会
〉

mpruロ
旦

ω口
百
三
ぷ
〈
巾
守
口
〉
日
丘
町
}
岡
山
山

HHM

包
onor-EHMtm-gm口
氏
位
。

a
F
L
E
E
E
O
B
S
P円B
ニ
ミ
ゲ
(
自
己
私
ユ
ロ
l

--ar)
富
岡
柏
戸
三
百
四
ぬ

-oロ
ピ
倖
ユ
ロ
(
ぶ

MPEユ
ロ
〉
丘
町

2
5
0
g
o
-
g
o吋
o-ロ℃

宮引
rm
ゲ
再
認
可
ム
(
認
可

ω
3
E円台同
HMm町内凶

(
E
Z
H
g
T〉
日
開
.
自
由
ユ

u
a
E
-

(ヨ巾

-SAM-52w門戸〉

o-自由仏同町回口同
42σSLOM申]ぬ円。四
5
2
B
q巾口ゆ町
SHrgι
午

-
E
5
園内包
0
2
S
P
E
a
-
O
B
g宝。

A
「
住
民
た
ち
は
、
エ
ジ
プ
ト
に
差
し
支
え
な
け
れ
ば
ク
レ
タ
島
の
エ
ジ
プ
ト

支
配
へ
の
移
管
を
ス
ル
タ
l
ン
陛
下
に
懇
願
す
る
と
公
け
に
述
べ
た
。
こ
れ
に

針
し
て
蛍
方
は
、
『
エ
ジ
プ
ト
兵
は
行
政
に
あ
た
る
た
め
に
来
た
わ
け
で
は
な

い
。
そ
れ
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
任
務
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
は
兵
を
関
奥

さ
せ
ら
れ
な
い
。
』
と
説
明
し
て
理
解
さ
せ
た
。
」

-145一
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B
「
許
諾
さ
れ
る
場
合
に
は
、
島
の
エ
ジ
プ
ト
支
配
へ

の
併
合
を
皇
帝
一
陛
下
の

足
下
に
懇
願
す
る
で
あ
ろ
う
と
公
に
表
明
し
た
際
に
、
上
述
の
者
は
、
エ

ジ
プ

ト
か
ら
来
た
兵
士
た
ち
の
指
揮
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
他
の
事
に
閥

興
す
る
任
に
な
い
こ
と、

叉
こ
の
よ
う
な
問
題
に
は
〈
将
来
も
〉
関
輿
出
来
ぬ

こ
と
を
彼
ら
に
説
明
し

::・」

B
0
.
B
D円
。
一
戸
唱

の
主
語
を
取
り
違
え
た
上
な
お
論
理
の
筋
を
通
そ
う
と
し
た

潟
、
肯
定
文
を
否
定
文
に
す
る
と
い
う
誤
謬
が
設
生
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ

以
下
の
意
味
上
の
主
語
は
総
て
「
上
述
の
者
」
即
ち
タ
レ
タ
波
遣
軍
司
令
官
シ

ャ

l
ヒ
l
ン
で
あ
る
0
0吉
田弘戸
即
日
r
m一円5
53
0
2恒
三
と
過
去

・
現
在
形

と
未
来
形
を
封
比
さ
せ
て
、
現
在
そ
の
任
に
な
く
、
将
来
も
関
奥
出
来
な
い
と

述
べ
て
い
る
貼
に
留
意
し
て
謬
す
べ
き
で
あ
る
。

二
一
九
頁
。
注
(
臼
)
。

。回円三
-
D
Y
O円『一円

ZH1mる

nor巾一円一
-r
〈。

ι及川
一-r
gMMrr
〈叩

仏
巾
円目
O
R
-M巾
〈
巾

uB-一
日
仏
伽
H
d
o
z
--DZN加
ヨ
。
-
C
H
V

白川主
吋
ロ
一
}
百
円
}
巾
ユ
ロ
}
岡
田
V1
q
S
F
コ《凶
PE

E
-Dσ巾
丹
〈
命
日
2
品
目
内
白
三
ω
(
5
0
2
5
S門戸一
ω〉
S
F
Z
-
q
o円

(-tq巾ぴ
M}ぞ口円〉

}
M
5
D
Eロ
〉
E

E
『
{Vロ
r
p
y
q
g
(ロ
h
F
q
g
c
s
sι
S
4
F
(ヨ
出
口町町
三
1
3

r
p
r
q巾
r
gロ
MMnhwロゲ同

(
n
E
F--)
咽白
『r門的】口《凶
叩。
一白
ロ

FhvroN
〈
巾

ωニロ
。

ロ
ur一可。}
叩『日間】
or
内角川
口
印
可
口
nmw
品
回一叫
]H
〈
白
血巾
H・0
門冊目u
巾
〈
巾
伺
}
向
田mw門可
巾『]巾江口一口

可。]一
ωコロ品
ωロ
寸
弓
巾叶
玄
認
可

r丘
町

Y3
.0Z
EO
ヨ己叶門戸「

(自民『
D司)
丘
一一
中

σ-一一司
O
『

A
「
ク
レ
タ
の
全
地
方
は
山
ま
た
山
で
あ
る
。

し
か
も
石
だ
ら
け
で
起
伏
も
は

げ
し
い
。
道
路
は
狭
く
、
舗
装
も
さ
れ
て
い
な
い
。
ク
レ

タ
地
方
以
外
の
馬
匹

は
よ
う
や
く
の
お
も
い
で
陸
を
動
か
す
こ
と
が
出
来
る
。
と
り
わ
け
ア
ポ
コ
ロ

ナ
郷
と
そ
の
隣
り
の
ス
フ
ァ
キ
ア
地
方
の
東
側
の
ラ
ッ
コ
ス
郷
と
セ
リ
ノ
郷
に

い
た
っ
て
は
深
山
幽
谷
で
あ
る
。
そ
の
場
所
に
あ
る
殆
ん
ど
の
道
は
、
荷
馬
車

で

一
牽

一
蓋
か
ろ
う
じ
て
通
過
で
き
る
に
週
き
な
い
よ

E
BH三
一
品
目
は
未
舗
装
で
は
な
く
、
未
整
備
。

E
S円
の
意
味
は
皐
に

「
列
」

で
あ
る
。
勿
論
荷
馬
車
の
列
も

E
S円
で
あ
る
が
、
本
書
一
一
一

八
頁
注
(
貯
)
に

も
「
大
砲
四
門
と
残
り
の
弾
薬
を
ラ
パ
に
駄
載
し
た
」
と
あ
る
の
を
見
れ
ば
、
こ

こ
で
は
、
(
人
馬
が
)
一
列
づ
つ
で
し
か
通
れ
な
い
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

舟
B
R
Z
を
一
度
は
「
起
伏
も
は
げ
し
い
」
と
謬
し
、
今
一

度
は

「
深
山
幽

谷
」
と
さ
れ
る
の
に
も
、
こ
れ
は
半
分
は
趣
味
の
問
題
で
は
あ
る
が
、
や
や
抵

抗
を
究
え
る
。
殊
に
問
題
な
の
は

7
5
0
M
g
以
下
で
、
原
史
料
を
見
ぬ
以
上

何
と
も
言
え
ぬ
が
、
著
者
の
誇
の
如
く
「
ア
ポ
コ
ロ
ナ
郷
と
そ
の
隣
り
の
ス
フ

ァ
キ
ア
地
方
:::」

で
あ
る
な
ら
ば
、
柿
時
寓
中

の

ヨ
去
を
月

の
後
の

i
は

-Nhw町内丹

で
な
く
吉
田的。阻
止

で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
材
開
寓
の
方
が
正
し
い
場

合
に
は
、
「
ア
ポ
コ
ロ
ナ
郷
、

及
び
ス

フ
ァ
キ
ア
の
隣
り
の
地
方
の
東
部
に
あ

る
ラ
ッ

コ
ス
郷
と
セ
リ
ノ
郷
」
と
な
る
。
本
書
表
紙
一
袋
の
地
図
に
よ
れ
ば
、

ラ
ッ
コ
ス
と
セ
リ
ノ
は
ス
フ
ァ
キ
ア
の
西
に
位
置
し
て
お
り
、
後
者
の
理
解
の

方
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。

二
一
九
頁
。
注
(
臼
〉

げんい三四

国}阿
国
]
5
5
(釦
}dmw一円三口
)
g同可
hv
E
(
E町可
h
g
c
gロ
齢的
】ロ円目白
ig
c
=
s
S
5

5
r
R
r
L
2円
。
円日
or
〈
冊

nz
s
r
m
R
5
5
r
N一志門田
m
gg
目
r
r
s
z

σ。蜘
印刷
-
2
5
R宮
-
m
z
z
s
g
〈
巾
ヨ
E
E『

DN同
(
BE
E
P
N白〉

2
B
E
F
m
o

Hrg
mv-
(mrgm乙
)
〈
巾

(
3
2rp-
m
2
5
一ヨ巾
回一
B
E
g
-内ロロ
ロ
]自
主戸町
MmH玄

ωプ白
}目的同(州
WY注目包〉《凶内
w
r
-
r
E〈〈巾ユ一ぶ印}円。円一ロ

r戸
σmwrロ
ω(rzσ
川町
一命日
w-ロ
巾
噌〉

宮内

J
S
E円
ヨ
ミ
戸
司

7
0
5
h
g
g『
官
官
ユ
刊
吋
L
g
o一一
宮
門

mFBH刑
囚
円
ヨ
丘
町
E
ミ

可回目
U

己司

n
o
ghw百
円
四日
mw百
円
山
口
門
田
g
r
・
目
件
。
ユ
ロ
与
コ

Q
E門戸〉同一
Hロ
5
8
q
F

ro江山
ro円
.mw凹
hwrロ
ロ
〈
・
mH印
hwr-Zロ
)
岱
ユ内
向WE
ロ
mW
EE-hwrH寸
(
丹
mahFrロ『)巾仏角川『
or

r
E
Zロ
ロ
ぬ
ロ
合
7
2
5
nロヘ
2
E
2
-
o円。
-
p
r
F
2
5与
と
-0
・m
ω
r
2
7
p
n
p
g
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2
z
r宮
内
山
口
『
ヨ
ミ
ロ
匂

E
4
gロ
官
官
骨
骨
色
。
ュ

2

・ω件
。
円
内
窓
口
ヨ
g
q
r

g『
与
叩
『
何
百
巾
冨
ぷ
rMV(昨
へ
と

2
5
2
5
E
g
町
内
同
仙
町
三
(
問
。
忌
官

C
E
s
s
-
2

A

「
住
民
の
騒
擾
期
問
中
に
正
規
軍
の
一
園
が
通
過
す
る
に
は
多
く
の
困
難
が

あ
る
。
峠
の
頂
き
を
確
保
で
き
な
け
れ
ば
荷
駄
や
大
行
李
の
通
過
は
不
可
能
で

あ
る
。
同
様
に
、
住
民
側
も
強
力
な
軍
の
任
務
を
完
全
に
阻
げ
る
こ
と
は
出
来

な
い
。
け
わ
し
い
場
所
を
選
ん
で
五

O
ず
つ
六

O
ず
つ
の
壁
壌
を
つ
く
っ
て
集

圏
ご
と
に
集
ま
る
の
が
常
で
あ
る
。
兵
隊
の
後
尾
を
押
え
る
と
同
時
に
背
後
に

ま
わ
り
こ
ん
で
果
敢
に
銃
撃
す
る
。
丘
ハ
が
彼
ら
の
い
る
場
所
を
攻
撃
す
る
と
支

え
き
れ
ず
に
岩
か
ら
岩
づ
た
い
に
逃
走
す
る
。
兵
士
が
撤
退
す
る
と
ま
た
後
尾

を
追
い
か
け
る
。
彼
ら
は
返
却
な
ど
は
し
な
い
。
」

B
「
か
か
る
住
民
の
反
飢
の
際
に
正
規
軍
と
共
に
移
動
し
、
徳
て
が
通
過
す
る

に
は
、
多
く
の
困
難
に
よ
っ
て
峠
の
頂
き
を
占
領
、
防
衛
せ
ぬ
う
ち
は
、
脳
重

を
通
過
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
更
に
そ
の
上
、
住
民
は
強
力
な
軍
隊

の
前
面
に
は
決
し
て
留
ま
ら
ず
、
た
だ
険
岨
な
場
所
に
五
、
六

0.す
っ
防
柵
を

作
り
群
を
な
し
て
い
て
、
軍
隊
の
後
尾
を
捕
え
る
と
同
時
に
兵
士
た
ち
の
背
後

を
追
尾
し
、
果
敢
に
後
砲
す
る
。
彼
ら
の
居
る
場
所
を
軍
隊
が
攻
撃
す
る
や
否

や
、
留
ま
ら
ず
に
岩
か
ら
岩
へ
と
逃
亡
す
る
。
軍
隊
が
戻
る
と
共
に
、
再
び
追

跡
せ
ず
し
て
断
念
す
る
こ
と
は
な
い
。
」

A
で
「
任
務
」
と
さ
れ
て
い
る

E
E
-
と
い
う
語
は
、
評
者
の
持
つ
如
何
な

る
辞
書
に
も
見
出
せ
な
か
っ
た
。
評
者
の
想
定
し
た
形
が
誤
り
で
あ
っ
て
も
、

こ
の
語
が
ア
ラ
ブ
語
官

Eω
の
波
生
語
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
質
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も

L
E
?
は
自
動
詞
で
あ
っ
て
、
「
阻
げ
る
」
と
か
「
支
え
る
」

と
い
う
一
意
味
に
は
な
ら
な
い

0
5
2
h王
国
は
ベ
ル
シ
ャ
語

ヨ田

g
a
の
説
話
で

あ
ろ
う
が
、

H
N
E
E
C
M
0・
Z
H
-
8ロ
は
目
的

g
n
r出
品

P

E

E
ロ白色

0・
0円
g

可

g
n
r
s
g円
と
し
て
お
り
、
。
2
m
-一一。笠己

の
す
ス
マ
ン
語
僻
書
で
は
、

包〈岱刑問。

.
r
o
Eロ
ヨ
品
目

N
O
B
U
B
-
s
g同E
r
S
S
R
-内-mF一
宮
司
と
説
明
さ

れ
て
い
る
。
何
よ
り
も
本
書
ニ
二
二
頁
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
目
撃
者
の
記
録
か

ら
、
「
ト
ル
コ
軍
が
卒
地
に
野
営
し
て
い
る
と
彼
ら
は
山
か
ら
降
り
て
来
て
夜

の
あ
い
だ
に
、
彼
ら
が
タ
ブ
l
リ
と
呼
ぶ
ご
く
小
さ
な
砦
の
よ
う
な
防
柵
を
つ

く
る
。
」
と
の
引
用
が
あ
り
、
著
者
は
そ
の
も
と
の
ギ
リ
シ
ャ
語
ま
で
注
記
し

て
お
ら
れ
る
。
自
己
伽
『
目
的
と
こ

の
タ
ブ

l
リ
が
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
貨

で
あ
り
、
著
者
が
こ
れ
に
気
づ
か
れ
な
か
っ
た
の
は
軽
率
の
感
を
菟
れ
な
い
。

二
二
六
頁
。
注
(
回
)
。

〉門戸口
白
の
冊
目
」
可
可
同
門
l
-
F
E
hw-q2
5
5
-
sる
ロ
ロ
N叩
江
口
ぬ
【
VR〈
D
E己
完
丘
町
宮

(司一
『
〈
三
宮

TM円
同
開
門
広
己
記
〉

o-E口
己
旬
。
E
色白

白
2
r
o一ロロ白ロ巴}円円山戸円丹市門
Hhw-u
円ヱ

テ
ミ
伊
丹q
g
E
目。
ュ‘
5
5
F
r
r
r
c
u
E
E
-日
同
盟
主
z
r
q
b可
2
.
R
N
〈め

(b)

ゲ
ミ

hwロ
r
L
5会
印
。
同

bJロ
ム
ロ

2
r
t
a
〉
ロ

u
z
q
m
y
F
A
E円
問
。
ロ
ピ
可
N5
3
2三
ー

ヨ
ミ

EMu
g
-
u
gL与
ミ
一
問
門
}O円
ヨ
邑
同
町
戸

FMFE
m
E
P
お
お
E

E
四

m
g
r
〈巾

包

r巾印
向。
-zロ
E
8
2巾
月
四
ロ
ム

ハ由
民『

5
1
0
w
z
z
v『巾苫
(nn口
市
宮
司
4
0
)
包
-rnor

〈ぬ

N
X
3
5
(〈
E
Z
Eロ)門
OH》

5
2
N】
]
戸
口
伝
甘
み

25N-HHMOLgmOHC}同
国
口
急
訂

ヨ
三
岳
民
営
(M〉

a
b
g
N
P
5
3目
(
ぷ
門
戸

NP口問
HHMC
ぶ円

N
〈
め
(
酌

)
Z
u、h
g
c
-
z

mpu可
『
巾
ご
届

(3
5
F印川町
B
伶
r
c
n
z
m
V
2
5
5〉
島田町〈

吉
三
『
E-gS
E
E
M円
rhwB

m門}伶ロヨ

ピ
ロ
dv
オ
リ
チ
イ
ス

A

「
ア
テ
ネ
の
革
命
委
員
舎
の
決
定
に
よ
り
倒
手
た
ち
〈
号
、
。
守
主
叶
合
|
|
山

内
補
〉
が
準
備
を
整
え
て
ク
レ
タ
に
、
逸
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
ク
レ
タ
に
途
る

務
備
兵
の
選
抜
措
置
を
迅
速
に
究
施
す
る
た
め
に
首
面
必
要
な
燦
件
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
。
オ
ス
マ
ン
管
園
の
艦
船
に
如
何
な
る
船
舶
も
近
寄
せ
ず
威
嚇
砲
撃

に
よ
っ
て
も
停
船
し
な
け
れ
ば
た
め
ら
わ
ず
撃
沈
す
る
こ
と
、
外
園
籍
船
舶
に

到
し
て
お
こ
な
う
臨
検
も
射
程
距
離
内
で
質
施
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
御
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。
」
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B
「
ア
テ
ネ
の
革
命
委
員
禽
の
決
定
に
基
づ
き
砲
手
た
ち
が
準
備
さ
れ
ク
レ
タ

へ
汲
遣
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
警
戒
の
諸
方
策
の
迅
速
な
る
御
寅
施
の

信
用
の
要
件
を
上
申
致
し
ま
す
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
艦
船
に
如
何
な
る
船
も
援
舷

さ
せ
ず
、
砲
撃
に
よ
っ
て
止
ま
ら
ぬ
場
合
に
は
、
二
念
な
く
撃
沈
さ
る
べ
き
こ

と
、
又
外
園
紛
に
針
し
て
行
わ
れ
る
臨
検
は
射
程
距
離
内
で
究
施
さ
る
べ
き
こ

と
が
必
要
と
存
じ
ら
れ
ま
す
。
愚
考
を
上
申
致
し
ま
し
た
る
俊
一
男
を
ば
御
海
容

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
」

引
用
中
の
第
二
の
文
を
、
何
故
著
者
が
こ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
の
か
見
蛍

も
つ
か
な
い
。
或
い
は
、

r
rコ岳
と
い
う
過
去
形
に
こ
だ
わ
ら
れ
た
の
か
も

知
れ
ぬ
が
、
こ
れ
は
書
翰
文
で
は
よ
く
見
か
け
る
こ
と
で
あ
る
。
(
こ
う
し
た

過
去
形
の
使
用
は
、
書
き
手
に
と
っ
て
は
未
来
に
腐
す
る
行
震
で
も
、
讃
み
手

に
は
過
去
の
行
震
と
な
る
故
で
あ
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
。
〉
い
ず
れ
に
し
て

も
、
ゲ
ロ
可
C
E
--
が
相
手
の
行
震
を
念
ん
で
言
う
言
葉
で
あ
り
、
ぜ

N
O
Z
Eコ

が
下
か
ら
上
へ
の
上
申
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
て
い
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
誤

解
は
生
じ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
最
後
の
文
は
な
る
ほ
ど
極
端
に
意
誇
す
れ
ば

著
者
の
詩
文
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
は
オ
ス
マ
ン
語
が
オ
ス
マ
ン
語
た

る
所
以
の
、
あ
の
七
面
倒
な
膿
譲
を
無
視
す
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
非
躍
に
亙
る
こ
と
を
恐
れ
つ
つ
も
、
オ
ス
マ
ン
人
な
ら
ざ
る
評
者
は
敢

え
て
著
者
の
翻
誇
を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
率
直
に
言
っ
て
恨
重
さ
と
い

う
貼
で
依
け
る
貼
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
と
思
う
。
が
、
も
し
幸
い
に
し
て

評
者
の
讃
解
が
嘗
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
所
謂
岡
目
八
目

と
い
う
も
の
で
、
著
者
の
誇
を
下
敷
き
に
し
て
始
め
て
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
を
附
け
加
え
て
お
き
た
い
。

許
さ
れ
た
紙
数
も
護
き
た
の
で
、
気
に
か
か
る
若
干
の
細
か
な
疑
問
の
う
ち

一
貼
の
み
を
取
り
上
げ
た
い
。
巻
頭
の
史
料
6
に
は
、
「
〉
同
会

-EJd・
2
3・

一
八
六
七
年
五
月
一
五
日
附
、
在
カ
イ
ロ
、
イ
ス
マ

1
イ
l
ル
よ
り
在
イ
ス
タ

ン
プ
ル
、
ヌ
l
バ
l
ル
宛
電
報
四
二
競
」
の
潟
虞
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文

の
注
で
は
(
三
七
三
頁
、

注
(

H
U
)

)

電
報
四
二
放
の
カ

ル
ト
ン
番
践
は
〉
忌
∞

と
な
っ
て
い
る
。
更
に
こ
の
注
は
三
六
七

l
八
頁
の
「
:
:
:
ア
1
リ
・
パ
シ
ャ

の
フ

ェ
ル
マ

l
ン
原
案
は
、

一
八
六
七
年
五
月
一
六
日
の
閣
僚
曾
議
の
審
議
に

附
さ
れ
て
諒
承
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
」
と
い
う
一
文
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
評
者
が
解
讃
し
得
た
限
り
で
は
、
電
報
四
二
放
に
は
、
そ
の
冒
頭

に
ロ
〆
司
芯
凹
〈
2
5
L
b
-
u
F
n
r
o
L
C
ロぷ∞

L・Z
2
-o開
『
川

5
仏
〈
合
同
「
牛
。
二
〈
。
巳
∞

己
。
コロ
2
一
回
門
主
oロ
目。巾
二
ω
伝
n
E
Dロ
ι
E
E
Z
S
L
c
n
oロ∞何
一二

2
岳
ヨ
2
5・

と
あ
る
以
外
如
何
な
る
日
附
け
に
関
す
る
言
及
も
見
出
せ
な
い
。
或
い
は
こ

の

注
の
附
さ
れ
た
場
所
が
誤
植
で
あ
っ
て
、
本
来
は
衣
の

「
と
こ
ろ
が
、
閣
議
は
五

月
一
九
日
に
延
期
さ
れ
た
」
と
い
う
文
に
つ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

(
確
か
に
五
月

一
九
日
は
木
曜
で
あ
っ
た
。
〉
し
か
し
そ
の
場
合
で
も
、右
の
フ
ラ

ン
ス
文
か
ら
直
ち
に
閣
議
の
延
期
と
い
う
結
論
を
引
き
だ
せ
る
で
あ
ろ
う
か
。

本
書
の

「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
著
者
は
一
九
七
八
年
一
月
か
ら
八

O
年

二
月
ま
で
カ
イ
ロ
に
滞
在
さ
れ
、
蹄
園
後
同
年
の
一
一
月
末
に
は
本
書
の
主
要

部
分
を
書
き
上
げ
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
迅
速

・
精
助
、
ま
こ
と
に

篤
嘆
の
外
は
な
い
。
が
敢
え
て
無
般
の
言
を
お
許
し
願
う
な
ら
、
そ
の
迅
速
が

本
書
に
若
干
の
寂
瑳
を
残
す
原
因
と
も
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

「一

八

六
六
年
の
ク
レ
タ
問
題
に
つ
い
て
は
如
何
な
る
言
語
に
よ
っ
て
も
史
料
集
が
刊

行
さ
れ
て
い
な
い
」
(
二
八
頁
)
現
状
に
鑑
み
、
著
者
が
牧
集
さ
れ
た
文
書
に
更

に
若
干
の
時
聞
を
創
か
れ
重
要
な
文
書
か
ら
な
る
史
料
集
を
編
ま
れ
、
我
が
図

の
翠
舎
の
み
な
ら
ず
世
界
の
息
子
舎
を
禅
盆
さ
れ
ん
こ
と
を
願
う
次
第
で
あ
る
。

一
九
八
四
年
五
月
東
京
東
京
大
同
学
出
版
舎

A
5
版

四

三

七

頁

六

八

O
O圏
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